
 

様式C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 21 年 5 月 15 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
難治性疼痛疾患の幻肢痛や CRPSを対象に、視覚系と体性感覚系（疼痛系）の cross-modality
についての心理物理研究を行い、疼痛患者の視覚情報認知が障害されていることを明らかにし、

さらにその視覚情報認知を修飾することによって疼痛が寛解することを明らかにした

（Sumitani M et al. Neurology 2007;68:128-33; Sumitani M et al. Neurology 2007;68:152-4; 
Sumitani M et al. Rheumatology 2008;47:1038-43 ; Sumitani M et al. Eur J Pain 2009 in 
press）。これらの知見はこれまで知られていた難治性疼痛疾患の発症メカニズムに、体性感覚
系だけでなく運動系が密接に関連していることを示唆し全く新規の治療への応用展開が期待で

きるものである。光トポグラフィーに加え fMRIによる運動系と体性感覚系（疼痛系）との相
互作用についての脳機能画像研究も継続して行い、deep somatic allodyniaと呼ばれる運動時
痛の発症メカニズムについての知見を得た。 
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１．研究開始当初の背景 
四肢切断後に知覚される幻肢痛は難治性疼
痛であり、従来行われてきた薬物療法や神経
ブロック療法に抵抗性を示すことが少なく
ない。幻肢痛の現象は一般臨床で広く知られ
ていたが、それらの発症メカニズムは明らか
にされておらず、また、その新規治療法の開
発が望まれている。 
 
２．研究の目的 

本研究課題では、幻肢痛の発症メカニズムを
明らかにし、それに基づいた新たな治療法の
開発を行う。特に、ヒト臨床幻肢痛患者を対
象とした研究を行うために大脳機序に着目
し、その解明には光トポグラフィーを中心と
した脳機能画像法を用いる。 
 
３．研究の方法 
幻肢痛患者を対象に鏡を用いた疼痛治療を
行い、その有効性の確立とそこから推察され
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る病的疼痛の脳内発症機序を解明する。また、
視覚情報入力が難治性疼痛疾患に与える影
響とその治療応用を実践する。 
 
４．研究成果 
幻肢痛に対する鏡療法の臨床知見から病的
疼痛の発症メカニズムには体性感覚系の障
害だけでなく運動系との相互作用（知覚-運動
協応）が関連していることを明らかにした。
また、病的疼痛が視覚情報入力に影響を与え
ることから、視覚情報入力の就職による疼痛
治療を開発した。さらに、病的疼痛が自己身
体の認知を障害することも心理物理研究に
よって明らかにした。 
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